「階層帰属意識」の実像 by 坂元 慶行 & Yosiyuki Sakamoto
統計数理 第35巻 第2号 （1987）
「階層帰属意識」の実像






































1、非常に豊か，やや豊か 190（61％） 101（33％） 19（6％） 310（100％）
くらし 2．ふつう 401（21％）1171（61％） 359（19％） 1931（100％）
むき 3．やや貧しい 20（8％） 98（39％） 136（54％） 254（100％）
4．非常に貧しい 2（5％） 7（18％） 29・（76％） 38（100％）




































順位質間No．                    カテゴ 「階層帰属意識」の順位別説明変数       AlC                   リー数
（くらしむき）             4 －410．41
（階級帰属意識）            3  －193．50
（所有財産の種類数）          7 －152．32
（生活に対する満足度）         5 －137・86
（世帯の収入）             6  －131．19
（15歳時のくらしむき）         4 －116．30
（収入に対する満足度）          3  －95・77
（本人の収入）             6  －84．15
（応接セットあるか）          2  －68．77
（電子レンジあるか）          2  －66．14
（余暇に対する満足度）         3  －65．31
（乗用車あるか）            2  －50．90
（仕事に対する満足度）         3  －50・18
（本人の学歴）             4  －49．78
（国内旅行の頻度）           3  －49・10
（友人との会食の頻度）         3  －45・99
（企業経営者とのつきあいの程度）     3  －45．59
（携帯用ラジオあるか）         2  －45．48
（勤め先に対する満足度）        4  －42．19
（つきあいに対する満足度）        4  －42．12
（職場での影響力の程度）         3  －39・60
（学歴に対する満足度）         4  －38．62
（本人の従業上の地位）         6  －37．21
（地域社会での影響力の程度）      3  －36・81
（ガス瞬間湯沸かし器あるか）      2  －36・24
（地方議会議員とのつきあいの程度）    3  －35－02
（性格一目標たててがんばる）      2  －34．60
（カメラあるか）            2  －33．89
（芝居見物・コンサートだとの頻度）    3  －32．21
（大学の先生とのつきあいの程度）     2  －30．OO
（株券あるか）             2  －28．98
（宅地あるか）             2  －28．66
（望ましい仕事の第一条件）       8  －26．22
（青年会・サークルでの影響力の程度）   2  －25．95
（仲間・会・団体の影響力に対する満足度） 3  …24．83
（電話あるか）             2  －24．77
（持ち家あるか）            2  －2王．49
（自家風呂あるか）           2  －20．98
（町内会や自治会での影響力の程度）    3  －19・96
（エア・コンディショナーあるか）    2  －19．82
（性格一のんきに人に従う）       2  －19・42
（性格一物事に熱中し．ものにする）    2  －18．37
（転職に賛否）             3  －18．19
（カラーテレビあるか）          2  －17．27
（スポーツ会員権あるか）        2  －17，17
（セントラル・ヒーティングあるか）    2  －16・82
（ゴルフ・テニスなどの頻度）      2  －16．17
（本人の学歴一とこの大学）       10  －15．60
（ピアノあるか）           2  －15－13
（性格一きままにのんびりやる主義）    2  －14・63
（支持政党）              3  －14．36
（性格一お山の大将好き）        2  －13．71
（ステレオあるか）           2  －10．97
（貸付信託あるか）           2  －10．34
（海外旅行の頻度）           2  －9・78
（町内会などの役員とのつきあいの程度）  2  －9．06
（性格一世話好き）           2  －8－69
（母の学歴）              4  －8．66
（読書の頻度）             2  ’7・86
（登山・ハイキングだとの頻度）      2  －7・39
（年齢）                8  －7．10
（楽器演奏・おけいこごとの頻度）     2  －5－48
（立身出世の第一一条件）         11  －1－77
（電気冷蔵庫あるか）          2  －O．05
（妻の父の従業上の地位）        8   0・30
（父の学歴）              4   1－14
（父の従業上の地位一経営者・役員）    8   1．63
（映画の頻度）             2   2．76
（別荘あるか）              2    2．77
（既婚か未婚か）            5   2．85
（本人の職場の雇用ヨ者数）        2   3・11
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 ②他のいくつかの調査データに基づいてr階層帰属意識」の要因分析を行ない，①で得ら
   れた知見が他の調査でも認められるか否かを検討すること
 ③国際比較の観点から見て，日本の「階層帰属意識」はどのようた特質をもつかを明らか







































































「階層帰属意識」                       「階級帰属意識」






















































































































   質問順位   No． 質 間 の 概 略
       質問AIC  順位       No． 質 間 の 概 略
































































































































































































































































































































r世帯収入」      1955年
          1965年
          1975年
          1985年
「学歴」      1955年
          1965年
          1975年
          1985年
r従業上の地位」    1955年
          1965年
          1975年
          1985年
「株券あるか」     1955年
          1965年
          1975年
          1985年
r（電気）冷蔵庫あるか」 1955年
          1965年
          1975年
          1985年
「階級帰属意識」    1955年
          1965年
          1975年

















一45．05                    －115．40
－55．26                     －149．27
－23．46                     －177．71
－27．01                   －115．91
－100．58                      －62．71
－55．42                     －63．42
－23．60                     －69．77
－26．71        －72．38一
一59．78                     －57．11
－43．44                      －24，12
 2．71                      －2，15
 3，68                      3．61
一ユ96．88  「階層帰属意識」 一196．88
－252．75                     －252．75
－190．41                  －190．41











































÷・・・・…    一一一一・・…   一・・…    一…    一■・・・…    ■・・・・・…    一…    ■一・÷
一・・・・・…  一・・・・・・・…  ““↓“÷“．・■“÷＝＝＝＝＝＝＝：000008888εO種891
1・一・一・…  ．…  一・・・・…  “““十…“・1■“十：＝：：：＝＝；OOOO088ε6eO最I，，一
一・・…  一・・・・・…  ．・・．・・十““““““十“＝＝＝＝；＝＝：000008ε886■I1事8－
I・…  ．・・・・・・…  一…  ■・““十十÷÷“◆÷：＝：＝＝；＝＝OOOOOe588種O握筐1
一・・・・…  ．・…  一・・，・…  “÷““十“↓◆÷＝＝；；＝＝＝：＝0000888目O帥，，一
一…  ．・・・・・・…  一・・■…  “↓十“““◆“・1■“＝；！：＝＝＝：OOOOOど86680男I
一…  ．・・・・・・・・…  ■・・…  十÷“÷◆“・．・“十＝＝；；＝：；；；00008889営08－
I                     “十“・．■“十“÷“＝：：：；：：＝000088880雪男I
一                     十十÷↓“÷÷・．・““＝＝＝＝＝：＝言0000尺88目。9－
I・．・・・・・・・・・・・・・・・・・・…  ““…““÷・．・“・．■・・■“：；＝：＝：；0008888e9－
1一．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・…  “十“十““ぐ“““十＝＝＝＝：：；000881≡．8θI
I．．・…  ■・・・・・・・・・・・・…  一…  “十“““↓÷““““；：＝：＝：0088目861
一・●●・■…  ．・・●…  一・・．一・・一・・・…  十“““◆÷÷十““；；；：000εd68I
I．・・．…  ．・・・…  ．・・・・・・・・・・・・・…  一十“““÷十““≡；＝：0088861
1・…  ．・．・・・・…  ．．．．σ．…  ■．・一・・・・…  ÷“十÷“““・．・＝＝言00ε88I
一・…  ．・．．．・…  ．・・…  ．・・・・…  一・・．一・・…  “・．■÷“““；；OO∪88I
I・．．・．・．・．・・．・．．．…  ．…  ．・・・・・・…  一・…  “÷÷““＝；：OO08I
1・・・・・・・・…  ．…  ．・・・・・・・・・…  ．．・・．・・…  ．・““…十＝：：OOO－
1           ・・・…  ．・．．．・・・・・・・・・・・…  一…  ““十“＝：＝OO－
1        ．          ．．・・・・…  ．・・・・・…  ■一…  “十十“：＝：O一
一                      ・…  ●・・．●・・．・・・・・…  ．“““÷害＝言一
一                         ．・．・．・・…  ．・．・・．…  ““4；：＝I
一                           ・・．●・…  ●・．●…  ．・・“““：言I
一                             ・・■■・…  ．・●●・…  “““十；I
l                              ■・・．．■・・．●．・・・…  ．■““十I
一                                ・・■●■．●・●●・一…  ““↓I
I                                    ●●■・●●■●・・…  ÷“・・■I
I                                   ●・■■・・■●・・…  ÷“I
I                                    ・・●・●・・・・・・・…■一
I                                    ●●●■●■・●・・‘・・I
1                                     ．●・■・●・●・・．・I





・・…   “““◆“十÷… “““十““÷十“÷“““““十十÷十・．・“・．・÷十÷““十十“÷“十÷．1■“・1・
OOOOOOOOOOOOOOU00000000000000000000u0000000000000011111000000000000000000000000000000000000000000000
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    O．85170－O1・O・13810・OO ：・・・・・・・…
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    （ユ4ユ5）
順位 質    問        AIC ’
いまの生活はどの程度幸せか        一110，951（3）
満足できる水準にあるものは？        一95，651（5）
譲と  ．、。．、、1（、）
全体的にいって。いまの生活にどの程度満足か 一8L74＝（1）
収入         ‘77・211（2）這聾迂鴛：二ご入不足二；：1：：1…；；
満足しているものをあげよ一衣生活     一62．99＝（9）
毎日の生活は面白いか            一57－88≡（8）
何割の攻入の増加をのぞむか         一53．57≡（ユ1）
2．韓国（997） （95ユ）
順位 質 問 AIC
① 収 入 一154，50＝     I（1）




⑥所有，経験項目は？一風呂 一105．81＝     一 （6）




一100．45    （7）
一94．71    （8）
一・・一・・1（・・）
一92・701（11）
3． フィリピン（996） （974） 4． シンガポール（1006） （941）











一100，20  1 （1）
■83・16P（2）
一75．54  ． （3）
一64・671（4）
















一50，19  1 （1）
二111111：1；
llll11111




5． インド（1000） （986） 6． フランス（993） （796）
順位 質     間        AIC ： 順位 質     問         AIC 1
①優          一278・69 （王）
2 レジャー生活のさまたげは何か？一収入不足 一170．11 （2）
3 いまの生活はどの程度幸せか         一154．28  （3）
4 生活にハリを感じるか           一工49．75 （4）
⑤学歴         一136．72 （5）
6 全体的にいって，いまの生活にどの程度満足か 一123．81 （6）
7 満足しているものをあげよ一衣生活     一121．65 （7）
8 仕事にどの程度満足か           一121．36 （8）
9 家庭生活にどの程度満足か          一116．81 （9）
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7． ドイツ（1020） （868） 8． イタリア（1042） （987）

















一65．85    （5）
一65，241（14）
一64，85  1 （6）
一61，701（1）
一60－901（12）
①収入         一214，161（1）
②学歴         一102．67＝（2）
③本人の職業        一88125＝（6）
④所有，経験項目は？一掃除機    一8L45≡（3）
⑤所有，経験項目は？一七カソドカー   一69．75：（4）
⑥所有，経験項目は？一電話     一61，511（5）
7 レジャー生活のさまたげは何か？一収入不足 一59・741（7）
⑧所有，経験項目は？一国内旅行    一47－12≡（8）
⑨親の職業         一46－631（36）
⑯所有・経験項日は？一セントラルヒーティソグー43・501（9）
9． イギリス（987） （534） 10． カナダ（1012） （902）








   一団体・奉仕活動
⑧所有，経験項目は？一ホームパーティ
⑨所有，経験項目は？
   一セントラルヒーティング
⑯所有・経験項目は？一ピアノ
一76，76  1 （1）
一59，821（9）


































11、 アメリカ（1127） （999） 12． プラシノレ（1000） ’ （860）




   一一流レストランでの食事（家族で）
4 レジャー生活のさまたげは何か？一敗入不足
⑤満足できる水準にあるものは？





   一将来の生活に対する備え
10全体的にいって，いまの生活にどの程度満足か
一108．5ユ    （1）




一53，85  1 （7）










一57．40   （ユ）
一30．41    （4）




















一16．94   （8）
13． オーストラリア（1104） （915）
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             MODEL（∫o，ノ）：  力（丸1ク）＝σ（～oし）
 の真の分布に対する近さで評価できるから，モデルの評価基準として赤池情報量規準AICを用いることに
 すると，所期の情報の量は，結局，次の統計量で評価できると考えられる．
250 統計数理 第35巻 第2号 1987
・1・（い）一（一・）蔦・（川・・m，1紙ノ1）・・（α一・）（・一・）
ここで，式中の記号は以下の意味である．
      m（乞。，ブ）：変数∫。，∫のとる値（ゴ。，ブ）に関する同時観測度数
      m（ブ） ：変数ノに関する周辺度数




















































                   Co CI C2             P（ゴ。1ゴ1，ゴ。）＝■ππσ（ク。1ゴ1，タ。）舳・舳〕
                   ’o二1｛F1｛2出1
 と書くことができる．ここで，m（ク。，ゴ、，タ。）は当該セルの観測度数を表す．このとき，項目∫。の第m回目
 の調査における効果は，モデル































































         1．上 2．中の上 3．中 4．中の下 5．下”
“If peop1e in the society can be devided into5c1asses as shown on this card which class would
 you say you fa11 under P







減塩指導前    指導後
（多塩高血圧）・1・人一11室篶1蓋程；311丈
（純非高血圧）…人一／1諜：票品富、；1丈
       （少塩，高血圧）200人→ （少塩，高血圧）200人




























高 血 圧 非高血圧
塩
多 塩 400（67％） 200（33％） 600（100％）
少 塩 200（67％） 100（33％） 300（100％）




高 血 圧 非高血圧
塩 多 塩
80（40％） 120（60％） 200（ユOO％）
少 塩 280（40％） 420（60％） 700（100％）
計 360（40％） 540（60％） 900（100％）
表8． r降圧」×r減塩」
血     圧
降圧した      降圧せず 計
（高→低） （高→高，低→低，低→高）
減塩した （多→少） 320（80％）    80（20％）400（100％）
塩減塩せず （多→多，
少→少，少→多） 0 （ 0ヲ6）          500 （100ヲ6） 500（100％）
計 320（35％）    580（65％）900（100％）











Katsura，K．and Sakamoto，Y、（1980）．CATDAP，a categoricaI data ana1ysis program package，






    ラムのソース・リストは同書もしくは坂元慶行・中村隆・桂康一による同書店からの別売ソ
    ブトを参照されたい）（印刷中）
Sakarnoto，Y．and Ishiguro，M．（1984）．Bayesian binary regression invo1ving two exp1anatory
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What Makes the Difference in Socia1Stratum Identiication？
                  Yosiyuki Sakamoto
           （The Institute of Statistical Mathematics）
   The fact that90percent of Japanese consider themse1ves midd1e or upper stratum has
been wide1y reported and has been taken for an indicator of the improving standard of
1iving in Japan．However，the report of“the survey in13countries of human va1ues”
pointed out in1979as fo11ows：“This tendency is not玉imited to Japan，but is evident aromd
the wor1d．The total percentage ofthose consideringthemse1ves inthe high，upper－middle
and midd1e class was about70percent in Japan．In the Phi1ipPines and India，however，it
was even higher，75and71percent respectively．’’
   The purpose of the present paper is to c1arify what makes the difference in socia1
stratum identification in Japan．For this purpose，we apP1ied CATDAP，a program which
performs variab1e se1ection for categorica1data，to many sets of sociaI survey data．
Through such ana1yses of a1i of the data sets obtained in Japan it was found that our socia1
stratum identi丘。ation was subjective rather than objective．On the other hand，from the
ana1yses of data of“the survey in13comtries”，we fomd that this feature was1imited to
Japan．
